
トラックやバスなどの大型車が近付
くと、雪煙で視界が悪くなることが
あります。事前にワイパーを作動さ
せましょう。

別紙１

例年、初冬の11月頃から事故が急増しま
す。

早めの冬タイヤへの交換をお願いします。

冬の路面は雪や氷に覆われ、非常に滑りやす
くなっており、夏期と同じようなスピードや
ハンドリングでの走行は非常に危険です。

常に「もしも…」を考えて細心の注意を払い
走行してください。

○出発前のチェックポイント

○本線走行のチェックポイント

要注意！ 冬の北海道は春～秋に比べ事故件数が約1.7倍！

①気象の急変に注意

冬は晴れていても急に吹雪に
なることがあります。天候の
変化に気を付けましょう。

②吹雪や地吹雪に
よる視界不良時は
ライト点灯を
吹雪や地吹雪によって、突然
視界が失われることがありま
す。
常にライトを点灯し、自分の
車を目立たせましょう。

③車間距離は夏より長く

雪の路面では、車が止まるのに夏の3倍以上の
停止距離が必要です。車間距離を長くとりま
しょう。

④「急」は禁物

急ハンドル・急ブレー
キ、急加速はスリップ
を招き、大きな事故に
つながります。
「急」は絶対禁物。

⑤大型車に注意

①早めの冬装備を

例年、初冬の11月頃から事故が急増します。
特に日陰の路面や橋の上などは凍結しやすいので
注意が必要です。早めの冬装備を心がけましょう。

②故障のトラブルがないために

北海道の高速道路での故障車は、年約4,400件。
（H29.5～H30.4実績。NEXCO東日本調べ）
出発時の点検は忘れずに行いましょう。

冬の高速道路を安全・快適にご利用いただくために
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